
2023年度 児童心理治療施設こども L.E.C.センター 事業計画書 

 

１．はじめに 

1946 年創始者である宣教師モードパウラスが太平洋戦争で親を失った子ども達のために旧陸軍の演

習場の払い下げを受け、この地に児童福祉説を設立し、設立以来ずっと子ども達の福祉の向上に愛と力

を注がれました。 

  こども L.E.C.センターを運営している社会福祉法人キリスト教児童福祉会は創立者の想いを引き継

ぎ、70 年以上にわたり児童福祉を展開してきました。「神の家族」という理念の元、一人ひとりの子ど

もに寄り添い、その子らしい生き方に繋がる支援に力を尽くしてきました。 

  こども L.E.C.センターも創設から 20 年以上が経過しています。法人の理念に乗っ取り、様々な生き

づらさなどを抱えている子ども達やその家族のため、地域福祉の向上のために力を尽くしていきたい

と考えています。 

 

２．こども L.E.C.センターの基本理念 

「よりよく生きたいという希望を育む」 

「主は言われる、わたしがあなたがたに対していだいている計画はわたしが知っている。それは災を与えようというので

はなく、平安を与えようとするものであり、あなたがたに将来を与え、希望を与えようとするものである。」（エレミヤ書 第 29

章 11節） 

 

当センターでの総合環境療法に基づく治療を通じて「人を信頼してもいいんだ」「よりよく生きたい」

という子どもたちの本来持っているエンパワメントを回復させ、子ども達の生きる希望を育みます。 

 

３．基本方針 

・子ども達が適切に人を頼ることができることをめざす 

・子どもが「生きていく」自信をもつ活動を展開する 

・子ども・職員・施設も共に成長する 

・新しいことにチャレンジする風土 

・職員が得意なことを活かして子どもと接する 

・健康的な職員チームの形成 

・施設内虐待等の不適切な関わりの予防 

・子ども・保護者への情報開示と参画した治療 

 

４. 児童支援 

  １）総合環境療法による治療 

    当センターを利用する児童・家族に対して、施設の内・外で行っている全ての活動が治療である

という「総合環境療法」の理念の下、多職種が連携して治療を行い、児童や家族の抱える生きづら

さや心理的困難の改善を図る。 



  ２）児童自立支援計画に基づく治療 

    治療にあたっては児童相談所が示す児童相談所援助指針票に基づき、医師の助言指導を受けな

がら、個々の児童のアセスメント結果に基づいた児童自立支援計画を立てて治療を行う。当センタ

ーでの支援にあたっては、児童心理治療施設倫理要綱や児童本人とその家族の人権を尊重した上

で、児童福祉法を遵守し、児童相談所や医療機関、学校と十分な連携を図りながら行う。 

  ３）コンプライアンスの遵守 

児童支援に対しては、児童福祉法等の法令や子どもの権利条約等の条約、当センターの就業規則

に定められた規則を遵守する。 

 

５.児童の状況（2023 年 4 月 1 日） 

【入所】入所定員 37 名（充足率 83.8％） 

 小学生 中学生 高校生以上 合計 

男子 3 11 7 21 

女子 5 2 3 10 

合計 8 13 10 31 

 

【通所】通所定員 13 名（充足率 92.3％） 

 小学生 中学生 高校生以上 合計 

男子 0 2 3 5 

女子 1 3 3 7 

合計 1 5 6 12 

 

6．職員の状況（常勤職員 31 非常勤職員 11 名 計 42 名） 

職種 常勤 非常勤 

施設長 １  

事務員 2 １ 

統括主任 

（心理療法士） 
1  

主任ケアワーカー 

（主任児童指導員） 

（主任保育士） 

4  

主任心理療法士 １  

ケアワーカー 

（児童指導員・保育士） 
10 3 

心理療法士 3  

 

 

 

職種 常勤 非常勤 

家庭支援専門相談員 3  

被虐待児個別対応 １  

看護師 １ １ 

栄養士 ２  

調理員 2 1 

医師  5 

 



７．通所児童部門 

（１） ひまわりクラブの活動（小規模ケア棟を使用） 

「居場所（日中のプログラムの実施）として」の通所部門の運営は「月曜日～金曜日」とし、「土曜

日」「日曜日」は個別のカウンセリング、心理教育（ソーシャルスキルトレーニングなど）の提供、

家族療法を提供する。また、児童養護施設からの二重措置のケースに関しては施設訪問を行い、社会

的養護に関わる職員へのスーパーバイズやコンサルテーションの役割を担いながら、養育の質を高

めたり、職員一人ひとりのエンパワメントに繋がるような働きを行う。このような「治療」的側面の

充実を図りつつ運営を行う。 

 

（２） 入所児童のアフターフォローとしての通所部門の利用 

   入所治療を終えて、地域や社会的養護の施設での生活を支えるために継続して心理療法を受けた

り、保護者や児童の養育者が継続的にコンサルテーションを受けながら共に生活することができる

ように定期的に当センターが介入する。入所部門への入所打診は非常に多く、入所児童の中でも急性

期的な症状が緩和され地域での生活を児童・保護者が希望する場合は、通所部門への措置変更を積極

的に行い、児童が地域で長く生活できるような支援を行うことが求められている。また、市町村が対

応しているケースを当センターに委託・措置してもらい対応する件数を段階的に増やしていきたい。 

 

８．地域支援 

 ・子ども食堂の実施（広安委愛児園との連携しながら行う） 

 ・益城町要保護児童対策地域協議会への参加 

 ・益城町教育委員会への心理職員派遣 

 ・熊本県内の児童家庭支援センターとの連携協定活動 

 ・各種講演会の開催  

 

９．要望解決体制 

   当センターの利用児童とその家族の福祉サービスに関する要望や苦情に対応するため、要望受付

担当者及び要望解決責任者を置く。要望解決にあたっては、利用者の権利擁護を確保するため、地元

の元民生児童委員、児童委員、前益城町社会福祉協議会事務局長等で構成する「要望解決第三者委員

会」を設置し、半期に 1 度開催する。児童からの要望については、「意見箱」を施設内に設置し、児

童が自由に要望を表明できるようにし、定期的に回答を提示する。 

 

【要望解決に関する組織】 

（要望解決責任者） 施設長 

（入所部門 要望受付担当者） 担当主任ケアワーカー 担当保育士 

（通所部門 要望受付担当者） 担当主任ケアワーカー 

（2023 年度第三者委員） 木本悦津子（前益城町主任児童委員） 

             平上 栄一（元益城町民生委員） 

             國元 秀利（前益城町社会福祉協議会事務局長） 



2023 年度年間行事計画 

 

 園内行事 学校関係 会議・研修 その他 

4 月 辞令交付式 

進級進学お

祝いの会 

二者協議 

始業式 

入学式 

ケアワーカー部会代表者会 

事務担当者部会総会 

イースター礼拝 

5 月 L.E.C.スポ

ーツ 

小学校運動会 

中学校体育大会 

高等学校体育大会 

養護協議会施設長会 

全児心施設長会・総会・研修会 

相談援助部会・給食担当者会・心

理部会・ケアワーカー部会総会

研修会 

だるまの会野球

大会 

行政親善ソフト

バレー大会 

6 月   ケアワーカー部会例会  

7 月  四者協議 二者協議 

終業式 

養協施設長会・行政意見交換会 

給食担当者会役員会 

相談援助部会役員会 

要望解決第三者委員会 

養協球技大会 

教会学校 

8 月 外出プログ

ラム 

親子美化作業 全児心全体研修会 

 

 

9 月  始業式 ケアワーカー部会代表者会 

相談援助部会例会 

 

10 月   苦情解決第三者委員会 

ケアワーカー部会研修会 

心理部会主催合同研修会 

給食担当者宿泊研修会 

行政親善ソフト

ボール大会 

ディアコニアサ

ンデー（L.E.C.） 

11 月   全児心心理治療部会研修会 

事務担当者秋季研修会 

ケアワーカー部会研修会 

相談援助部会研修会 

秋季スポーツ大

会 

教会バザー、小児

祝福式 

12 月 クリスマス

会 

終業式 

四者協議 二者協議  

養護協議会施設長会 教会学校クリス

マス会 

広安クリスマス

会 

1 月 祝膳 

外出プログ

ラム 

始業式 ケアワーカー部会代表者会 

心理療法担当職員研修会 

養協運営委員会 

 

2 月   全児心施設長会・総会・研修会 

養護協議会講演会 

事務担当者会・ケアワーカー部

会・給食担当者会・心理部会・相

談援助部会研修 

行政親善ボーリ

ング大会 

3 月 卒業祝会 卒業式 

終業式 

四者協議 二者協議  

要望解決第三者委員会 

養協施設長会宿泊研修 

養協各部会・代表者会 

卒業感謝礼拝 

教会学校 

＊新型コロナウイルスなどの影響で変更することもあります。 


